
第27期
報告書
平成20年４月１日から
平成21年３月31日まで

株式会社免疫生物研究所

010_0832901302106.indd   1 2009/06/11   10:45:32



●1

株主の皆様へ
　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のことと
お慶び申し上げます。また、日頃から格別のご支援を賜り、
ここに厚く御礼申し上げます。
　当社の第27期（平成20年４月１日から平成21年３月31
日まで）の報告書をお届けいたしますので、ご高覧下さい
ますようお願い申し上げます。
　当社は、基盤技術であります抗体作製技術や培養技術を
駆使し、生命の解明に向けた科学研究に必要とされる試薬
や受託サービスをはじめとして、診断用医薬品、疾患モデ
ル動物などの商品を供給しております。また、長年の研究
開発活動から蓄積された抗体作製のノウハウを、より付加
価値の高い治療用の抗体医薬品開発に向けたライセンス事
業へと発展させております。
　この抗体医薬品は、近年、副作用が少なく治療効果が高
い新しい標的治療薬として大きな注目をあびております。
生体の有する免疫反応の主要な機能を担う抗体を治療に応
用できるのは、抗体の有する特異性によるものであり、当
社は引き続きこの抗体の価値を高めるべく挑戦を続け、新
しい抗体医薬品シーズの導出を目指してまいります。
　一方、当事業年度におきまして、自社開発初の疾患モデ
ル動物商品の供給を成し遂げました。今後も新商品の開発・
上市を行い、実験動物関連事業の研究用試薬関連事業に次
ぐ事業への確立を目指し、より充実した経営基盤を組み立
ててまいります。
　さらに時代の変化を捉え、その他新規事業にも積極的な
参入を行ってまいります。
　このように、抗体及びその周辺に関わるバイオ産業の発
展を追求する研究開発型企業らしく、柔軟で闊達な研究開
発活動に取り組み、当社の経営理念であります「抗体を通
じて、世界で難病に苦しむ人々が一日も早く病気を克服し、
明るく豊かな暮らしを営めるよう社会に貢献する」ことを
達成すべく役職員一同全力を尽くしてまいります。
　株主の皆様には、今後ともより一層のご指導、ご支援を
賜りますよう、心からお願い申し上げます。

平成21年６月

代表取締役社長
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事業報告
会社の現況に関する事項
（1）事業の経過及び成果
　当事業年度における我が国経済は、米国でのサブプライ
ム住宅ローン問題に端を発した金融市場混乱による株式・
為替市場の変動等から、米国景気が減速し、急速な減産の
動きなどが起こった結果、雇用の大幅な調整につながり、
世界的な金融危機の深刻化や世界景気の一層の下振れ懸念
により景気は下押し、悪化傾向で推移しました。
　一方、我々が業を営む研究用試薬、実験動物及び医薬品
に係わる業界を概観すると、主なユーザーである製薬企業
の大型医薬品の特許切れ問題、いわゆる「2010年問題」解
決を見据えた動きが活発化しており、新規技術の積極的導
入や世界的な規模での新たな再編が進み、仕入先の再選定
や研究テーマの絞り込みなどの方針変更により、実質購買
品目が縮小化する傾向が見られます。また、他のユーザー
である国公立の大学や研究所においては、独立行政法人化
への編成作業は落ち着き感を呈していますが、以前にも増
して有用性の高い試薬以外は価格競争に陥いるなど、業界
の置かれている環境は継続して厳しくなったものと実感さ
れます。
　このような状況の下、事業別の売上高の状況は以下のと
おりとなりました。医薬関連事業は、今年度においてはア
ステラス製薬株式会社に導出しました抗ヒトオステオポン
チン抗体（2K1）の第Ⅱ相臨床試験が開始されなかったこ
とによるマイルストーン契約金収入の減少によって、売上
高は109,605千円（前年同期比64.8％減）となりましたが、
臨床試験は継続して行われております。研究用試薬関連事
業については、前述のとおり医薬品業界の再編などによる
影響を受け、主に、試薬関連受託サービス及び血清の販売
が苦戦したことから、売上高は563,156千円（同8.2％減）
となりました。実験動物関連事業については、主たる顧客
である製薬企業の研究所再編の影響を受け苦戦したものの、
米国Taconic Farms, Inc.の一部の疾患モデル動物需要が回
復傾向にあり、また自社製品として初の疾患モデル動物の
販売を開始したことから、売上高は359,351千円（同1.2％
減)となりました。その他事業については、クレアチン飲料
の配布等を中心に販売促進活動中であり、売上高は3,892
千円（前年同期は188千円）となりました。
　これらの結果、売上高は1,036,006千円（前年同期比
19.6％減）、営業損失は382,483千円（前年同期は210,367
千円の営業損失）、経常損失は389,205千円（前年同期は
208,417千円の経常損失）、当期純損失は496,818千円（前
年同期は236,162千円の当期純損失）となりました。

（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）
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事業別売上高

（2）設備投資等の状況
　当事業年度における設備投資の総額は113,520千円であ
り、その主な内容は、基幹システムの構築（継続中）及び
特許権の取得であります。
　なお、当事業年度において重要な設備の除却、売却等は
ありません。

（3）資金調達の状況
　当事業年度の所要資金は自己資金により充当し、外部か
らの重要な資金調達は行っておりません。

（4）財産及び損益の状況の推移

区　　分
前事業年度 当事業年度 前年同期比増減

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 増減率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％
研 究 用 試 薬
関 連 事 業 613,724 47.6 563,156 54.3 △50,567 △8.2

実 験 動 物
関 連 事 業 363,564 28.2 359,351 34.7 △4,212 △1.2

医薬関連事業 311,437 24.2 109,605 10.6 △201,832 △64.8

そ の 他 事 業 188 0.0 3,892 0.4 3,704 ―

合 計 1,288,914 100.0 1,036,006 100.0 △252,907 △19.6

区　　分 第24期 第25期 第26期 第27期
（当事業年度）

売 上 高（千円） 1,502,249 1,533,870 1,288,914 1,036,006

経 常 利 益（千円） 27,322 40,618 △208,417 △389,205

当 期 純 利 益（千円） 51,477 105,382 △236,162 △496,818

１株当たり当期純利益 （円） 95.52 201.31 △383.46 △806.00

総 資 産（千円） 2,920,327 3,488,572 3,163,100 2,611,756

純 資 産（千円） 2,028,450 3,125,576 2,892,018 2,385,097

１株当たり純資産額 （円） 3,921.46 5,082.24 4,691.79 3,869.43

（注） 第25期から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会
計基準委員会　平成17年12月９日　企業会計基準第５号）及び「貸借対
照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準
委員会　平成17年12月９日　企業会計基準適用指針第８号）を適用して
おります。
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（5）対処すべき課題
①抗体の市場環境とその対応
　抗体に関する市場規模は、抗体が使用される分野によっ
て大きく異なっております。研究用試薬の市場は小規模で
ありますが、診断用医薬品の市場は中規模であり、治療用
医薬品の市場規模はさらに大きくなります。さらに近年で
は、製薬企業各社が、パイプラインを充実させるために、
医薬シーズに係る権利の譲渡又は許諾を受ける活動を積極
的に展開している状況にあります。設立当時から、「抗体」
を中心とする免疫学の研究を行ってきた当社にとって、こ
のような環境はビジネスチャンスと捉えております。
　ただし、治療用医薬品あるいは診断用医薬品の開発には、
多額の研究開発費と長い年月が必要であります。当社の人
的資源と効率を鑑み、自社では製品化するまでの全過程を
行わず、抗原の機能解析による創薬ターゲットの探索及び
そのターゲットに対する各種抗体の作製とそれらの抗体の
薬効評価に特化する方針であります。当社は、医薬関連事
業への積極的な投資によって、抗体に付加価値を付け、パ
イプラインを充実させることで企業価値の最大化を追求い
たします。
②疾患モデル動物の市場環境とその対応
　生体内物質の役割や疾病の発症メカニズムの解明、医薬
シーズの薬効評価などに用いるため、疾患モデル動物に対
する潜在的な需要は以前からありましたが、従来は交配以
外に疾患モデル動物を創製する有望な手法がないという供
給面での問題がありました。しかし、近年、遺伝子改変な
どの技術革新によって、多種類の疾患モデル動物を創製す
ることが可能となりました。疾患モデル動物は、創薬研究
などに有用であると思われることから、今後もそれらの需
要は高まるものと考えております。当社は、このような環
境をビジネスチャンスと捉え、疾患モデル動物の輸入販売
に留まることなく、この分野への積極的な投資を行ってま
いります。三笠研究所では、自社初の疾患モデル動物の開
発、繁殖、販売を開始いたしました。今後さらに、疾患モ
デル動物を利用した受託研究並びに動物の飼育・保管等の
サービスを行ってまいります。当社は、実験動物関連事業
を研究用試薬関連事業に次ぐ安定的な収益を生み出す事業
として注力していく方針であります。
③パイプラインの拡充
　医薬関連事業においては、治療用医薬品及び診断用医薬品
のさらなるパイプラインの充実のため、現行の共同研究先で
ある大学などに加え、新たに国内外の研究機関との連携が必
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要になってまいります。今後、当社が有望なシーズを見出し
た場合は、研究会を組織するなどして研究の推進を行う方針
であります。また、海外企業が保有するシーズの開発及び販
売権の取得も積極的に行ってまいります。
④新規事業への参入
　その他事業においては、クレアチン飲料水の拡販を積極
的に行ってまいります。スポーツサプリメントとしての販
売促進ばかりでなく、将来的な補完代替医療への利用の可
能性を追求してまいります。
⑤人材の確保及び教育
　当社は、企業価値の最大化を追求するため、研究用試薬
関連事業はもとより、実験動物関連事業及び医薬関連事業
を積極的に展開してまいります。そのためには、当該事業
に精通した研究員及びプロジェクトを推進できる人材の確
保が必要不可欠となります。その方策として、研究開発の
効率が高まるハード面とソフト面の両面から研究開発に適
した環境作りをいたします。
　研究開発型企業である当社においては、自由な発想が生
み出される柔軟な組織がふさわしいと考えております。組
織が硬直化し、研究開発活動が滞ることがないように、常
に問題意識をもって問題解決に取り組む組織を維持運営い
たします。
⑥財務安定性の確保
　当社は、研究開発型企業として、積極的かつ継続的に研
究開発に投資していく方針でありますが、投資の源泉は事
業からの収益をもって行われることが望ましいと考えてお
ります。さらなる収益確保のため、現製品の見直しや間接
部門コストの削減に努めてまいります。また、研究テーマ
の選択を行い、経営資源を集中して効率的な経営を行うこ
とが重要であると認識しております。

（6）主要な事業内容
区　　分 主な内容

研 究 用 試 薬 関 連 事 業
・抗体関連試薬販売
・その他の試薬販売
・試薬関連受託サービス

実 験 動 物 関 連 事 業
・疾患モデル動物の開発、繁殖及び販売
・疾患モデル動物を利用した受託研究
・動物の飼育・保管等のサービス

医 薬 関 連 事 業 ・医薬シーズライセンス
・体外診断用医薬品販売

そ の 他 事 業 ・クレアチンを水溶化した飲料水の販売
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貸借対照表
資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

科　　　目 金　額 科　　　目 金　額

流 動 資 産 799,191 流 動 負 債 155,796

現 金 及 び 預 金 137,299
受 取 手 形 66,999
売 掛 金 182,517
有 価 証 券 175,883
商 品 13,113
製 品 37,963
原 材 料 44,195
仕 掛 品 106,389
貯 蔵 品 10,356
前 払 費 用 17,689
未収還付法人税等 502
未 収 消 費 税 等 4,495
そ の 他 1,834
貸 倒 引 当 金 △48

固 定 資 産 1,812,565
有形固定資産 1,281,543
建 物 760,323
構 築 物 19,297
機 械 及 び 装 置 24,092
車 両 及 び 運 搬 具 107
工具器具及び備品 69,382
土 地 403,788
リ ー ス 資 産 4,552
無形固定資産 125,337
特 許 権 49,829
商 標 権 694
ソ フ ト ウ ェ ア 10,356
ソフトウェア仮勘定 63,516
そ の 他 940
投資その他の資産 405,684
投 資 有 価 証 券 330,865
関 係 会 社 株 式 14,095
出 資 金 300
関係会社長期貸付金 18,981
長 期 前 払 費 用 7,174
破 産 更 生 債 権 等 2,558
保 険 積 立 金 33,982
そ の 他 285
貸 倒 引 当 金 △2,558

買 掛 金 31,805

一年内返済予定長期借入金 20,000

リ ー ス 債 務 1,114

未 払 金 50,964

未 払 法 人 税 等 5,701

前 受 金 24,894

預 り 金 6,561

賞 与 引 当 金 14,754

固 定 負 債 70,862

長 期 借 入 金 65,000

リ ー ス 債 務 3,437

退 職 給 付 引 当 金 392

そ の 他 2,032

負 債 合 計 226,658

純　資　産　の　部

科　　　目 金　額

株 主 資 本 2,397,211

資 本 金 1,571,810

資本剰余金 1,416,578

資 本 準 備 金 1,416,578

利益剰余金 △591,172

利 益 準 備 金 1,962

その他利益剰余金 △593,134

繰越利益剰余金 △593,134

自 己 株 式 △4

評 価・換算差額等 △12,114

その他有価証券評価差額金 △12,114

純 資 産 合 計 2,385,097

資 産 合 計 2,611,756 負債及び純資産合計 2,611,756

（平成21年３月31日現在） （単位：千円）
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損益計算書
（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）

科　　　目 金　　　額

売 上 高 1,036,006

売 上 原 価 576,147

売 上 総 利 益 459,858

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 842,342

営 業 損 失 382,483

営 業 外 収 益

受 取 利 息 923

受 取 配 当 金 653

法 人 税 等 還 付 加 算 金 802

保 険 解 約 返 戻 金 1,796

そ の 他 884 5,060

営 業 外 費 用

支 払 利 息 1,701

為 替 差 損 9,771

そ の 他 308 11,782

経 常 損 失 389,205

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 843

賞 与 引 当 金 戻 入 額 8,220

そ の 他 1,656 10,720

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損 3,910

固 定 資 産 除 却 損 12,222

た な 卸 資 産 評 価 損 12,865

投 資 有 価 証 券 評 価 損 66,059

関 係 会 社 株 式 評 価 損 15,904

そ の 他 4,656 115,619

税 引 前 当 期 純 損 失 494,103

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 2,714 2,714

当 期 純 損 失 496,818

（単位：千円）
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株主資本等変動計算書
（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで） （単位：千円）

株　主　資　本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本
準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他
利益

剰余金 利益
剰余金
合計繰越利益

剰余金

平成20年３月31日残高 1,571,810 1,416,578 1,416,578 1,962 △96,315 △94,353

事業年度中の変動額

当 期 純 損 失 △496,818 △496,818

自 己 株 式 の 取 得

株主資本以外の項目の事
業年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計 ― ― ― ― △496,818 △496,818

平成21年３月31日残高 1,571,810 1,416,578 1,416,578 1,962 △593,134 △591,172

株　主　資　本 評価･換算差額等

純資産
合計自己株式 株主資本

合計
その他

有価証券
評価差額金

評価･換算
差額等
合計

平成20年３月31日残高 ― 2,894,034 △2,015 △2,015 2,892,018

事業年度中の変動額

当 期 純 損 失 △496,818 △496,818

自 己 株 式 の 取 得 △4 △4 △4

株主資本以外の項目の事
業年度中の変動額（純額） ― △10,098 △10,098 △10,098

事業年度中の変動額合計 △4 △496,822 △10,098 △10,098 △506,921

平成21年３月31日残高 △4 2,397,211 △12,114 △12,114 2,385,097

（単位：千円）
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●9

会社の概況
（平成21年３月31日現在）

●会社の概要

商 号 株式会社免疫生物研究所
Immuno-Biological Laboratories Co. , Ltd.

設 立 昭和57年９月９日
資 本 金 1,571,810,000円
従 業 員 数 68名

●主要な事業所

名　　称 所　在　地
本 社 群馬県高崎市あら町５番地１
藤 岡 研 究 所 群馬県藤岡市
三 笠 研 究 所 北海道三笠市

シ ド ニ ー 支 店 オーストラリア連邦
ニューサウスウェールズ州シドニー市

●役員（平成21年６月26日現在）

地　　位 氏　　名
代 表 取 締 役 社 長 清 藤 　 勉
取 締 役 前 田 雅 弘
取 締 役 中 川 正 人
取 締 役 河 南 雅 成
常 勤 監 査 役 今 泉 　 淨
監 査 役 石 原 靖 議
監 査 役 渡 辺 廣 之

（注）監査役石原靖議及び渡辺廣之の両氏は、社外監査役であります。
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10●

株式の概況

（注） 1. 発行済株式の総数（自己株式を除く。）の10分の１以上の株式を有する
株主１名を含め、上位10名の株主を記載しております。

 2. 出資比率は、自己株式（５株）を控除して計算しております。

（平成21年３月31日現在）

●株式の状況
発行可能株式総数 2,000,000株
発行済株式の総数 616,400株

（自己株式５株を含む。）
株　　主　　数 4,777名

●大株主

株 主 名
当社への出資状況
持株数 出資比率

株 ％
清 藤 　 勉 111,450 18.08

岩 井 化 学 薬 品 株 式 会 社 20,000 3.24
野村アール・アンド・エー第二号
投 資 事 業 有 限 責 任 組 合 18,470 3.00

松 村 展 行 16,630 2.70

アント・リード１号投資事業有限責任組合 15,000 2.43

株式会社ニチレイバイオサイエンス 15,000 2.43

栄 研 化 学 株 式 会 社 12,500 2.03

梅 村 　 清 12,200 1.98
シーインベストメント バイオ・メディカル
フ ァ ン ド 投 資 事 業 組 合 12,000 1.95

ジャフコ・バイオテクノロジー１号
投 資 事 業 有 限 責 任 組 合 11,250 1.83
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〒370-0831　群馬県高崎市あら町５-１
電話（027）310-8040（代表）
http://www.ibl-japan.co.jp

株式会社免疫生物研究所

株主メモ
事 業 年 度 ４月１日から翌年３月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年６月

基 準 日 定時株主総会　毎年３月31日

配 当 の 基 準 日 期末配当　　　毎年３月31日
中間配当　　　毎年９月30日

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 〒137−8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120−232−711（通話料無料）

公 告 掲 載 方 法 電子公告により行います。
ただし、やむを得ない事由により、電子
公告によることができない場合は、日本
経済新聞に掲載する方法により行います。
なお、電子公告は当社ホームページに記
載しており、そのアドレスは以下のとお
りであります。
http://www.ibl-japan.co.jp

（ご注意）
1. 株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続き

につきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会
社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社
等にお問合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行株式会社）
ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三
菱UFJ信託銀行株式会社が口座管理機関となっておりますので、上記
特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行株式会社）にお問合わせ
ください。なお、三菱UFJ信託銀行株式会社全国各支店にてもお取次
ぎいたします。

3. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行株式会社本支店で
お支払いいたします。
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